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平成 29年度 境港市校区審議会 (第 4回)

日 時  平成 29年 8月 24日
16時より

会 場 市役所第一会議室

1.開 会

2.会長あいさつ

3 概要説明

4.審 議

○誠道小学校の今後の方向性について

○次回審議会の内容について

5.そ の他

6閉 会



第 3回校区審議会 を終 えて論点整理

○議論の大枠として「中学校区に一つの小中一貫校」と考え、「二定の人数を集める」とい
う方向に議論していることは皆で共有している。それまでの間、「極小規模の誠道小学校を
どうするか」という議論をしている。

○市内の他の6つ の小学校と比べると、誠道小学校は違った条件になっている。その中で
子どもたちはその教育 (誠道小学校)を選ばぎるを得ない。そのことをよしとするかどう
かという大局的な議論も必要。

○誠道小学校に小規模の良さやメリットがあるから、それをいかしていきましょうという
議論を後から付け加えるのは少し無理があるのではないか。

○特認校制度を取り入れることは、中学校区での小中一貫校、コミュニティ・スクールヘ

の流れの中で、論理的に無理があるのではないか。導入するにしても、小中一貫校ができ
るまでの期間限定の制度になってしまう。

○誠道小学校が極小規模になっても、「何とか維持していきます」という「何とか」の部分
が、学校選択制で担保していけるかは不確定。それでもそのような方法で維持するのか、
そもそもそのような方法で維持していくことにも無理があると考えるのか。

○学校選択制にしたとき、誠道小学校に魅力を感じて、近隣の保護者の方で誠道小学校を
選択する方があれば、それも一つの方法。(極小規模を最小限に食い止めながら一貫校に向
かってどう進めるかという現実的なステップ)

○平成32年度より新学習指導要領が完全実施となる。この時期についても考えていく必
要がある。

○「校区の再編成」という方法は、地域の方の理解を得ることはかなり難しい。

○最終的な方向性として、一つの結論にまとまらなければ、答申として複数案を挙げるこ
とも考えられる。

※具体的な方法論について (第 3回 の審議会の中で話された意見)

○「夕日ヶ丘の第 1子」から誠道小学校に就学させる

03小学校を一度に統合し、小中一貫校にするのが一番よい方法

1



○誠道小学校の校区を大規模に広げず、小規模に広げる方法 (4ヽ規模の特徴を生かしつつ、

その特色に賛同する保護者が学校選択制を利用することで、保護者のニーズに応えていく)

○余子小学校との再統合が現実的な方法

誠道小学校の今後の在 り方について (最終答申に向けて)

1,諮問について

○学校の編成の方向に照らした誠道小学校の在り方

「現在も児童数が大きく減少し、将来大きな増加が見込めない誠道小学校のあり方につ

いては、この学校編成の方向に照らしながら、早期に編成を検討し決定する必要がある。

また、現在在籍する児童のためにも適切な教育環境を早期に検討することが求められる。」

2,諮問に照らして考える

①「将来大きな増加が見込めない誠道小学校」
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これからの6年間は、児童数の大きな増加は見込めないが、現在とほぼ同じ概ね50人

前後で推移する。また、このままの児童数では、毎年複式学級は存在することになる。

(複式学級は15人以下での編成となるので、 16名 になれば単学級になる。)

②「現在在籍する児童のためにも適切な教育環境を早期に検討する」

現在の誠道小学校の教育環境をどう捉えるのか。

第2回 の校区審議会資料にも示したとおり、現在少人数ではあるものの様々な学習指導

を試み、デメリットを克服しつつ少人数のよさを生かした学校経営がなされている。しか

し、複式学級となっている学年は人数も少なく、多様な学習形態や協同的な学習を行うに



は困難な面が見られるため、複式学級が解消されることが教育環境の改善の第一段階とも
考えられる。(1学年が10名 前後、あるいは10名 ～ 15名程度を最低人数と考える)

まず、複式学級の解消を進めようとするなら、他校との統合の方法に加え、学校選択制
(例 えば、ブロック (中学校区)イ 規ヽ模特認校制)や、一部の近隣地域からの就学なども

考えられる。しかし、確実に複式学級を解消できるかどうかは不確定である。
また、 1学級が20名以上という形で少人数を解消し、他小学校と同じ規模まで改善す

る状況が、適切な教育環境であるととらえる考え方もある。(教育環境改善の第二段階)

1学級が20人以上であることが適当であると考えれば、余子小学校との再統合がもっ
とも具体的な方法である。

③「 この学校編成の方向に照らしながら」
中間答申においては、「現在の中学校の校地に小中一貫校を新設または増設するのが適切

である」と示された。この学校編制の方向に照らして考えると、「一度に3校を統合して、
小中一貫校とする」という方法と、「最終的に一貫校になるのだから、先に他の小学校と統
合しておく」という方法も考えられる。 しかし、児童や各校、各地域にとって最も負担が
少ないのは、一度に3校を統合する方法と思われる。

昨年の審議会で、第二中学校区で3小学校を統合し、小中一貫校とするまでの期間は 1

0年～ 12年前後と示した。これは、「美保飛行場周辺まちづくり基本計画」に基づいた公
共事業の終了時期をもとに、財政的な面を考慮して教育委員会事務局で協議して示したス
ケジュールであり、確定したものではない。最終答申後の教育委員会、さらに市長部局と
の協議によっては、早まることになるかもしれないし、他の中学校区が優先されるかもし
れない。この審議会として「早期に編成を検討する」ことに対して、審議会としてどのよ
うに意見をまとめ、最終答申に盛り込むのか。

しかし、協議の結果、やはり10年～ 12年後になるかもしれないという可能性もある
ので、この場合については誠道小学校の在り方は、どのような形が適切なのか、教育的な
視点も考慮しながら、具体的な方法を考えなければならない。(最終答申に、複数の方法を
示す方向についても検討)

3.具体的な方法 (例・イメージ)

(a)余子小学校 と再統合

平成 30年度、 31年度を準備期間として、平成 32年度より再統合の小学校
(統合後に使用する校舎についても検討が必要)

(b)極小規模の解消についての手立てを行い存続
「第二中学校区 (プ ロック)小規模特認校制」などが考えられる。(小中一貫校、CSの
導入を鑑み、現在の校区を基本としながら、第二中学校区の範囲で、誠道小学校への転



入学を認める制度)

(c)早期に小中一貫校を開設する。(6年後を想定)

(d)その他の方法 (夕 日ヶ丘の第 1子から誠道小学校へ就学など)

★今後のイメージ (例 :再統合、一貫校化の年度は仮定)

★第二中学校区 (プ ロック)イ 規ヽ模特認校制のイメージ

現在の小学校区を残しながら、誠道小学校を小規模特認校とし、第二中学校区の中で、
誠道小学校区以外の小学校区 (余子小学校区、中浜小学校区)か らの転入学を認める方法



参 考 資 料

鳥取市立湖南学園学校要覧

鳥取市立明治小学校 小規模特認校制度 募集バンフレット

鳥取市立東郷小学校 小規模特認校制度 募集バンフレット
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iCT活用 インリリッシユキャラ′レ

①ゴール0年卒業)時の確かな力となるような英薦教育の見直し

'先
進校への学校視察や研究会の参加 >英検の推進、外部講師による英語授業の体験

②『Eng‖sh Caravan in澪南』等をはじめとした外国の方との交流活動の計画的実施

ALTとの雛

①コ■・
~ケーション科をはじめとし各教科での活用を推進 >ツールとしての教育効果を模索

②国内外の小中―賃校との継続的な交流活動の推進



(系統性と連続性)

地域づくり
囲

社会的自立

●験磨的
`教

科担任鵬
●llt●相互彙り入れ授業
●系統的な学口指導 轟C鰺

全校で定期テスト

●異学年交湾撼職
05.6年の目長●活
●系統的臨 指導

リーダー研修4～9年



英語ルームの新設、

「―震校で 人づくり 地域づくりJ
綴 絞以来のミッション)

O湖南学園の成り立ち、歴史、伝統に学ぶ>原点を知る
○小中一貫校から義務教育学校(平成30年度～)ヘ
)流れに綽さす)一貫校の―体感をさらにパワーアップ

○地域の信頼と期待を受けて今)信頼の絆を深める

麟立1機年目の挑戦
学校教育目標

「
b身を鍛え、知を磨き、ふるさとに誇りをもつ児童
生徒の育成」      ル

〇明るく活気ある学園をつくる
○挑戦をとおして自己を磨く
○人を大切にする心を育む

校認:『鐵磁琢艤』
○互しヽこ磨き合い、高め合う仲間づくり〈向上0
)関わりの中で育ち、自他を認めて向上をめざす姿勢

○粘り強く取り組む習慣、継続は力なりく習慣力〉
レ将来を見据え、日々自分と向き合い、努力を積み重ね
ていく姿勢

○学園全体をリーけ る意識づくり〈自治力〉
トリーダーとして自分の言動に責任をもち、率先して導
こうとする姿勢
卜他と協力しながら、個としての力を最大限発揮しよう
とする姿勢

難・籐・修のパランスの
とれた人間形成
○基本的な生活習慣の確立
○健康な体づくり
○互いの尊重、思いやり  、』電L轟
O切磋琢磨する心の醸成
Oluに応じた指導の徹底
〇進路の実現

冤菫隻縫の主体的な学爾生活を
めざしな曲治力の向上
O相手を尊重した人間関係をつくる(仲間づくり)

0気遣いのできる自分になる(鎌虚・奉仕)

○仲間を大切にする心を育てる(友愛・友情)

○確かな学力を身につける(自制・努力)

O挑戦する心を育む(向上心・探力 い)

○困難に立ち向かう勇気をもつ(克己・忍耐)

○自分の11来の夢を育てる(進路)

平成29年度〈重点目穣)

○明るく活力溢れる学国に
～あいさつ・対話・つながり～
)教職員自ら率先垂範、各ブロックの発達段階に応じ
た指導の徹底

○「ひと。もの・ことJへの関心・意欲・態度を醸成
| ～トビックからコミュニケーションカ向上へ～

卜NIE、 ICT、 土佐山学舎・台北市立国民学校との交流
等を活用

〇小中―賃校 10年の歴史に学ぶ
～湖南学園創立10周年を迎えて～
〉家庭・学校・地域のこれまで、そしてこれから fl



聘区の概要J
1本校FXは t鳥取市中心部より西へ約10km、
池の中で毎日本―の面積を誇る澤山池南西に
位置し、平成22年に世界ジオ,‐クネットワー
ク|「坤盟した山陰ジオパーク域内にある

`睡
季

.を通してさまざまな表構を見せる湖山池:ホタ
ルが乱舞する長柄,I!、 長柄川の源流である毛
無山の出並み:千年以上の歴史をもつ吉置温泉
など、歴史と文fしが息づいている地である。

E籠為雛凛【りEξ彗■



ざす子ど

ヽ 初 奪 中等・薦等

1 0:'5～ 3;25 8:15～ 8:25
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平成27年度の募集期間
平虚6年 12月 1日

～平成27年2月27日

少人数だからできるきめ細かな学習指導

放談後子ども教室も充実
遠距難遅学費補助制度あり

―緒に晴治でのびのびと成長しませんか?
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